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本
公
演

で
は
、
淫
世
紀
の
作
品
を
６
作
品
、
う
ち

３
曲
は
世
界
初
演
、
１
曲
は
日
本
初
演
と
い
う
選

曲
を
い
た
し
ま
し
た
。

「
現
代
音
楽
に
取
り
組
む
意
味
」
は
し
ば
し
ば
問

わ
れ
る
こ
と

で
す
。
正
直
、
現
代
音
楽
に
特
別
な

思
い
入
れ
が
あ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
音
楽
が

好
き
だ
か
ら
、
現
代
音
楽
も
好
き
な
の
で
す
。
そ

の
上

で
強

い
て
述

べ
る
な
ら
、
現
代

に
生
き
る

我
々
が
同
時
代
の
作
曲
家

の
楽
曲
を
演
奏
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
至
極
自
然
な
行
為
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
作
曲
家
と
い
う
方
々
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

曲

・
音
を
、
常
人
に
は
想
像
し
得
な
い
ほ
ど
た
く

さ
ん
聴
い
て
、
多
様
な
楽
器
の
研
究
を
し
続
け
て

い
ら

っ
し

ゃ
い
ま
す
。
そ
ん
な
現
代
の
作
曲
家
た

ち
の
耳
に
、

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
が
ど
の
よ
う
に
聴
こ
え
て
い
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
期
待
が
あ
る
の
か
、
興
味
が
尽
き
な
い

の
で
す
。
聴
衆
の
皆
様
と
も
、
こ
の
ワ
ク
ワ
ク
を

共
有
し
た
い
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

今
回
の

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
、

「
再
演

性
の
一局
い
作
品
」
を
一暴
の
テ
ー

マ
に
、

サ
ク
ソ
フ

オ
ン
と
ピ
ア
ノ

（
内
部
奏
法
な
し
）
と
い
う
、
ク

ラ
シ
カ
ル
サ
ク
ソ
フ
ォ
ニ
ス
ト
に
と

っ
て

一
番
身

近
な
編
成

の
作
品
を
三
作
委
嘱
し
ま
し
た
。
清
川

に
と

っ
て
は
た
い

へ
ん
思
い
入
れ
の
強
い
、
テ
ナ

ー
サ
ク
ソ
フ
オ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
為
の
新
曲
が

一
夜

で
三
曲
世
界
初
演
さ
れ
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
る

楽
曲
が
、
皆
様
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
皆
様
の
手
で

今
後
ま
す
ま
す
再
演
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て

お
り
ま
す
。
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デ

ュ
オ

・
ネ
ム
　
∪
露
Ｏ
Ｚ
６
〓
ｏ
ｏ

（
ネ

ム
ノ
キ
か
ら
由
来
し
た
。
揚
げ
春
巻
き

で
は
な
い
方
。
）

送
営
年
、
パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
第
二

課
程
∪
＞
日
に
在
籍
し
て
い
た
、
清
川
美

穂

（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）
と
奥
田
な
な
み

（
ピ

ア
ノ
）

の
二
人

で
結
成
。
遇
遥

年
、
同
音
楽
院
修
士
課
程
室
内
楽
科
に

合
格
。
こ
れ
ま
で
に
、
パ
リ
内
外
の
美

術
館
や
音
楽
院
、
音
楽
祭
な
ど
で
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
か
ら
現
代
音
楽
、
即
興
演
奏

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

ま
た
二
人
は
共
に
パ
リ
国
立
高
等
音
楽

院
第
二
課
程
に
遇
遥
年
度
よ
り
新
設
さ

れ
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

・
デ
イ
プ

ロ
マ

に
在
籍
中
。
同
課
程
で
結
成
さ
れ
た
ア

ン
サ
ン
ブ

ル
・
ネ
ク
ス
ト
で
は
、
数
々

の
新
作
の
初
演
や
、

ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・

ア
ン
テ
ル
コ
ン
タ
ン
ポ
ラ
ン
や
ア
ン
サ

ン
ブ

ル

・
ク
ー
ル
シ
ル
キ

ュ
イ
等
の
団

体
と
の
共
演
を
果
た
し
て
い
る
。
現
代

音
楽
と
室
内
楽
に
対
し
共
通
の
情
熱
を

持
ち
、
今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
に
お
い
て

は

『
再
演
性
の
高
い
新
曲
」
を
テ
ー
マ

に
、
テ
ナ
ー

・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
と
ピ
ア

ノ
の
た
め
の
３
作
品
を
委
嘱
し
た
。

セユン・ キム Sengyun KIM

ヴィオラ奏者。韓国出身。14歳より
韓国で音楽教育を受け始め、韓国芸
術総合学校に入学。在学中、韓国の
コンクールで数々の賞を受賞した。
2017年 、パ リ国立高等音楽院修士課
程に合格。ジャン・スレムのもと研
鑽を積み、修士号を取得。2022年、
同音楽院第二課程アーティスト・デ
ィプロマコースに入学し、アンサン
ブル・ ネクストのメンバーとして国
際的なキャリアを展開している。

中橋 祐紀 Yuki NAKAHASII
写真◎Anne Laure Lechat

音響、ことば、ジェスチャーなどへの関心を背
に、繊細な表現を追求した作品を多く制作し

ている。第76回 ジュネープ国際音楽コンクール

では第2位 ならびに3つ の特別賞を受賞するな
ど、作品は国内外で評価を受け演奏されてい

る。東京藝術大学、同大学大学院を経て、パリ
国立高等音楽院作曲科に在籍中。富山県出身。

台信 逮 Ryo DAINOBU

Ⅲ,1

摩 1 ‐

国立音楽大学、パ リ国立音楽院作曲科第1,第 2課程修

了。 これまでにLa Biennale di Musica,Arsふ /1usica,

ふ/11ada Praha,wOrld Saxophone Congress, B― >Cな

どで楽曲を発表。作品はEnsemble Cairn,Ensemble
Court Circuit,Ensemble Muromachi,HANATSU
Miroir,LInstant Don46な どによって演奏されてい

る。国立音楽大学、洗足学園音楽大学ほか講師、日仏現
代音楽協会事務局長。

アレクサンドロス・ マルケアス Alexandros MARKEAS

アテネ(ギ リシャ)出 身の作曲家、ピアニスト。 ギリシャ国立音楽院とパ リ国立高等音楽院で学
ぶ。2003年以降パ リ国立高等音楽院で即興演奏(imprOViSation g6nOrative)の クラスを受け持
つ。フランス的なスペクトル音楽の技法を受け継ぎながらも、同時に伝統的な地中海音楽、ルネ
サンス、ロック、ジャズなどの既存の音楽からも多大な感銘を受け、作品の中に演劇的要素を取
り入れ、「純粋な音楽」からの脱却を図っている。また、建築、演劇、視覚芸術など、音楽以外
のさまざまな芸術表現の分野からもインスピレーションを得て、従来のクラシックのコンサート
に代わる演奏芸術の提示方法を追究している。

坂田直樹 N"M SAKATA

1981年京都市生まれ。2020年 4月 、名フィルの第
3代コンポーザー・ イン・ レジデンスに就任。愛
知県立芸大、パリ・ エコールノルマル音楽院、パ

リ国立高等音楽院、IRCAMで 学ぶ。 《組み合わ
された風景》で武満賞・尾高賞・芥川賞の三冠に

輝く (1作 品での3作曲賞受賞は史上初)。 これま
でにフランス文化省、フランス・ ミュジーク、サ
ントリー芸術財団などから委嘱を受け、NHK交
響楽団、アンサンブル・ アンテルコンタンポラン

など、著名な団体により作品が演奏されている。

現在の拠点はパリ。


